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研究成果の概要（和文）：我が国の高齢化と慢性疾患の増加に対応した地域包括ケアシステムの構築が求められている
。その一役を担う看護師はその人の生活と必要な医療とを統合しケアシステムを作り上げる実践の思考枠組みとして継
続看護マネジメント能力が必要とされる。しかし、いまだ実践知は構造化されていない。そこで、本研究の目的は、そ
の人の生活と医療を統合する継続看護マネジメント能力を明らかにしその体系的な教育プログラムを開発することとし
た。継続看護の文献レビューと実践事例から継続看護マネジメントモデルを検証しモデルに基づいた体系的な継続看護
マネジメント教育プログラムを実施・評価することができ、これらの開発過程を書籍として発行した。

研究成果の概要（英文）：Due to the increase of our countries aging population and related chronic desease,
 there is a call for buiding a community comprehensive care system. Nurses, who play a role in it, are req
uired to have the continuing nursing management ability where they integrate a person's life and necessary
 medical care as a framework for practical thought that makes up the care system.However, the practical kn
owledge hasn't yet been struvtured.
Thus, the purpose of this reaserch is to define the continuing nursing management ablilty that integrates 
the person's life and necessary medical care, and to develop a systematic educational program.We were able
 to validate the continuing nursing management model from a review of continuing nursing literture and pra
ctical case study, and execute and evaluate syustematic continuing nursing management educational program 
baesd on that model.We then published a book on this development process.
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１． 研究開始当初の背景 
我が国では超高齢社会化と慢性疾患の増
加に対応した新たな医療やケアの在り方が
求められており、その一つとして地域包括
ケアシステムの構築が求められている。   
人々が住み慣れた地域で暮らし、安心で安
全な療養を継続できる医療提供体制を作り
上げて行くためには、その人と家族の生活と
必要な医療とを統合するケースマネジメン
ト（NCM : Nursing Case Management）が
重要である。その中心的役割を担う看護師
はその人の生活と必要な医療とを統合しケ
アシステムを作り上げる実践の思考枠組み
を強化しなければならないと考える。地域
社会に求められる新しい医療やケアに対応
した看護実践と人材育成を理論的に構造化
し、看護基礎教育のなかでも、特に在宅看
護学教育に反映していく必要がある。 
ケースマネジメントは決して新しい言葉
ではない。わが国では継続看護としてその
意味が伝えられてきた。しかし、従来の継
続看護は包括的な意味で定義され、近年の
動向では退院調整やケアマネジメントとい
う個々の実践として体系化されつつある。
しかし看護師が担う本質的な実践知は構造
化されていない。それゆえ、時代や社会の
変容とともに変わりゆく継続看護の意味と
実践を問い直すことによって、これまでの
看護実践に新たに強化すべき実践能力を明
確化することにつながるのではないかと考
える。また、多様な療養場で行われる看護を
つなぎ、場を超えて一貫した質の高い看護を
提供する高度な実践能力として示すことも
可能である。さらには多様な場で支援する看
護師が共通して持つべき思考枠組として提
示でき、新たな時代に対応した看護の専門性
の発展に寄与できるものと考える。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、その人の生活と医療を統
合する継続看護マネジメント能力を明確に
し、さらに継続看護マネジメント能力を持つ
看護師を育成するための体系的な教育プロ
グラムを開発することである。 
この目的を達成するために、以下の３点を
段階的に明らかにしていくこととする。 
１）継続看護マネジメントの概念構造を明ら
かにする。 
２）継続看護マネジメントモデルの検証をす
る。 
３）体系的な継続看護マネジメント教育プロ
グラムを実施、評価する。 

 
３． 研究の方法 
目的１）２）３）の順に方法を述べる。 
目的１）の研究方法は概念分析の手法を用
いた。その理由は継続看護の特性として病院
の外来、病棟、地域の訪問看護ステーション
や診療所など様々な場面で必要とされてい
る。様々な組織の文化、地域の文化に影響を

受け、必要とされるケアは日本独自の価値や
文化に根差した実践が必要とされると考え
られる。ロジャーズは、概念は各個人がおか
れた社会的文脈を指針として、それに沿って
発達すると述べている。それゆえ、概念分析
の方法は、Rodgersの概念分析の方法を用い
た。 
年代は介護保険制度が開始された 2000 年
から 2011 年までとし、医学中央雑誌のデー
タベースを用いた。key wordsは「ケースマ
ネジメント」「ケアマネジメント」「継続看護」
「退院支援」「退院計画」「高齢者」で絞り込
み 85 件を収集した。それらのうち、看護師
が行った継続看護について記述された論文
を選択し 54件を分析対象とした。 
 目的２）の研究方法は、実践事例を活用し
て概念モデルを検証するケーススタディ法
を用いた。実践事例に適用し、継続看護実践
とは、どのような場面で活用し、どのような
意図を持って看護師が判断し行為へと結び
つけるのか、その意図と行為とのつながりを
事例分析するという方法である。事例の選定
は概念の特性を最も反映すると思われる
様々な時期や状態、療養の場の移行を含め 9
事例を選定し、時間的な流れとともに何を継
続しているのか、その時看護師は何を考えた
のかについて事例提供者の内省を基に分析
した。 
 目的３）最終年度の１２月と３月に継続看
護マネジメントモデルを看護師教育セミナ
ーとして開催し、教育プログラムの企画・実
施・評価を行った。プログラム評価は、セミ
ナー終了後質問紙調査を行った。 
 
４．研究成果 
 目的１）の成果として、看護師の行う生活
と医療を統合するケアマネジメントの特性
は、先行因子として、「地域包括型医療ニー
ズの増大」「患者中心のケア、OQL の重視の医
療の高まり」「病院の機能分化」があり、特
に「複雑な家族環境にある人」「慢性的・進
行的病状を持つ人と家族」に焦点当てた看護
実践であることが示された。特徴的な看護実
践は「ケアの対象となる人の選定」「病院の
コストと質の高いサービスのバランスをと
る退院計画」「個別化した今後の生活での問
題の同定」「患者の状態とサービス機能のモ
ニタリング」を通して、「病状の安定」「患者・
家族の自立による療養生活の安定」「サービ
ス満足度の上昇」「患者管理コスト抑制」「ス
タッフの満足度の上昇」などの成果を生み出
すものとして概念化された。 
 この概念を基盤に生活と医療を統合した
継続看護マネジメント能力を育成すること
は、患者・家族の療養生活の安定のみならず、
ケア提供者の育成や病院のコスト管理にも
有効な成果を生み出すものと考えられた。 
この結果を教育プログラムの基本的な考
え方として、日本の実情に合った看護師教育
のプログラムとして開発していくことが重



要である。そのためにはこの概念を日本の看
護実践に照らし合わせ、日本の実情に合った
看護実践として概念化するため、の結果統合
し、「継続看護マネジメント（仮）」概念を精
選することが重要である。概念の現実性の評
価を行った結果、日本に特有の側面には家族
とともに生活する上での療養の場の選択、治
療やサービス利用の選択など家族と患者の
合意形成によって家族として新しい関係形
成などが特徴として見出された。これらは国
内及び国際学会での発表で我が国の特色と
して関心が持たれた。 
以上のことから、欧米諸国では病院のコス
ト管理や費用効率化に重点があったのに対
し、我が国の生活と医療を統合した継続看護
マネジメントとは、患者と家族が共に暮らす
ことに和解し、協働生活にむけた支援プロセ
スに焦点があることが明確となった。よって
我が国独自の生活文化に合った看護実践と
して概念化することができたと考える。 
目的２）の成果として、継続看護マネジメ
ントの概念モデルの適用性を示す事例を選
定した。それは、継続看護マネジメントを必
要とする場面、タイミングを実践の焦点（先
行要因）とし、継続看護実践（属性）、その
結果（帰結）を分析結果として示すことがで
きた。事例は、多様な療養の場や重症度の異
なった対象群、すなわち、一人暮らし高齢者
の糖尿病管理、外来通院中の心不全患者の入
院回避、神経難病患者の退院支援と終末期の
意思決定支援、がん終末期の見取り等を含む
8 事例が典型事例として見出された。各事例
の実践の焦点は、2 から 3 時点あり、それぞ
れに特徴だった看護実践内容と結果が示さ
れた。病状経過とそれに伴った生活の変化と
いう時間軸に沿った持続的な看護実践とそ
の結果は表と図に示し実践の書としてまと
めることができた。 
目的３）の成果として、継続看護マネジメ
ント実践セミナーとして、2 回のセミナーを
開催し、参加後の質問紙調査によりプログラ
ム評価を行った。2回のセミナーは合計 60 名
の参加者があり、質問紙の回答があったのは
42 名（回答率 70％）であった。それによれ
ば、継続看護マネジメントの理解については、
おおむね理解できたと回答され「退院支援と
の違いを理解できた」「看護師が何を目的に
退院支援しているのかに気づいた」「今後重
要な看護師の思考である」と 80％の参加者が
回答した。このことから看護実践を振り返り
新しい概念理解に役立つ考え方とプログラ
ムであると評価されたと考える。 
一方概念モデルの提示方法についてはモ
デル図について「カテゴリの位置づけに違和
感がある」「ワークシートの使い方がわかり
にくい」「理解するには時間が足りない」な
どが記述され、教育プログラムの企画および
教材については課題が残された。今後これら
の改善をしつつ、継続看護マネジメントの概
念モデル実践適用に向けたモデルの精選と

それに基づいた教材開発が必要であると考
える。 
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